
て う ち

全国におよそ22000校ある小学校の中で、「ここにし

かない学校」を目指しています。それは「みんなで声を

かけあい、助け合う学校」です。去年、先生はみなさ

んに手打小の良いところのひとつに「たとえけんかをし

てもお互いに声をかけあうことができるところ」と何回も

言ってきました。これは、先生はずっと自慢しています。

また、けんかになりそうになったら「これ以上言うのを

やめよう」と相手のことを考えて言わないようにしたり、そ

っとしたりする人も見られます。

なので、今年度も「声をかけ、助け合いながら一緒

に学ぶこつ」をみつけてほしいです。

そのために、困っているお友達にかけられる３つの言

葉を紹介します。

「どうしたの？」

「どうしたいの？」

「（私に）できることはある？」

こんな言葉が先生や子どもたち関係なく、学校中で

聞かれ、助け合う学校になっていけば、手打小学校は

２２０００校の中でここにしかない学校になると思ってい

ます。
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